平成11年度冬学期 
第１問 環境物質科学に関連した次の用語を簡単に説明せよ。
a.アルベド
b.平均滞留時間
c.触媒反応サイクル
d.代替フロン
e.崩壊性プラスチック 
第２問 成層圏オゾンに関連した次の各問に答えよ。
問１. オゾン全量の単位として用いられるドブソン単位の定義を記せ。
問２. オゾン全量が１ドブソン単位を示した時、オゾン分子は単位断面積（１ｍ2）あたり何個存在することになるか計算せよ。
問３. 大気中のオゾン全量を測定する方法について知るところを記せ。 
第３問 人類が化石燃料を燃焼させることによって放出したCO2は膨大な量に及ぶが、大気中に留まり、大気中CO2濃度の上昇に寄与するのは、そのうちの約半分であると言われている。このことに関連して、次の各問に答えよ。
問１. CO2が温室効果ガスと言われる理由を簡潔に記せ。
問２. 残り半分のCO2の行方について知るところを記せ。
問３. 大気中に留まるCO2の割合を人為的に減らすことができれば、CO2の排出量を削減することなく、地球温暖化を防ぐことが可能であるように思えるが、そのような方法をとることの是非を地球全体の物質循環という視点から考察せよ。 
第４問 日本で降る酸性雨の特徴について述べ、酸性雨をなくすためにはどのような対策を講ずるべきかについて考察せよ。
